
（2016 全国高齢者集会）神津連合会長あいさつ  

 

2016 全国高齢者集会の開催、誠におめでとうございます。阿部会長を先頭に、

退職者連合に結集する先輩の皆さまには、日頃から中央段階はもとより、各地域

それぞれにおいても連合運動に対するご指導・ご協力を頂いておりますことに、

連合を代表し、心より感謝申し上げます。 

 

ここのところ、大規模な自然災害が相次いで起こっています。熊本県を中心と

した九州地震による甚大な被害、そして記憶に新しいところでは先月発生し、各

地で観測史上最大の雨量を記録した台風 10号です。岩手県や北海道では、大雨に

よる土砂崩れや橋の崩壊等により、多くの犠牲者が出ました。改めて、被災され

た方々にお見舞い申し上げますとともに、お亡くなりになられた方々のご冥福を

心よりお祈り申し上げます。 

 

７月３１日投開票で行われた第２４回参議院議員選挙では、退職者の皆さんに

多大なるご協力をいただきありがとうございました。連合が推薦した比例代表１

２名の組織内候補者、選挙区では４１名の候補者のうち、それぞれ８名・２２名

が当選を果たすことができました。連合推薦候補の必勝に向けて、全国津々浦々

で、現役に勝るとも劣らないご活躍をいただきましたことに私の立場からも改め

て敬意を表したいと思います。結果はご案内のとおりでありまして、参議院にお

ける自民党の単独過半数を許すこととなりましたが、引き続き、現退連携して、

政治の流れを変える取り組みを強めてまいりたいと思います。 

 

今、年金や介護保険の「持続可能性の確保」という名の下で、改革議論が進め

られています。 

年金については、年金額の改定方法が、受給者にとって厳しくなるような見直

しを含む、年金関係法案が国会に提出されています。また、介護保険については、

政府の審議会で、いわゆる軽度者への介護サービスを介護保険から切り離すこと

や、負担の引き上げなどの検討が行われています。 

これらの社会保障が、将来にわたって安心を提供し続けられるように、見直し

を行うべき点はあるとは思いますが、今の高齢者の暮らしを脅かして将来の安心

を提供するというのは本末転倒です。 

私たち連合は、安心の年金と介護を確保するよう、国会や審議会への対策を強

化するとともに、組織内はもちろん、広く国民的な理解を得られるよう世論喚起

に取り組むこととしています。ぜひ退職者連合の皆さんとも連携を強めていきた



いと考えております。 

特に、最近、私が抱いている二つの問題意識について、若干、触れておきたい

と思います。 

一つ目は、現代の日本という国で、本当の意味で民主主義は育っているのか、

ということです。連合は、「働くことを軸とする安心社会」の実現に向けて、政策・

制度の要求等をはじめ、さまざまな取り組みを行っていますが、政治をまともな

ものにしていかなければ私たちの目的を果たすことはできません。 

 若者の政治離れが叫ばれて久しいですが、いまや選挙が行われるたびに低投票

率を更新するような時代です。先の参院選から１８歳選挙権が導入されましたが、

「主権者教育」が今更のごとく取りざたされているのは、それを怠ってきたから

でしょう。連合組織内の比例候補１２名で２１１万票を獲得しました。誇りを持

つべき数字だと一定の評価はできますが、一方で連合組合員６８６万人と比べる

とき、課題はあると思っています。連合組合員は、普通の国民です。だからこそ

連合運動が正面から政治に向き合うことの意味は重たいと思います。私たちにこ

そできることを着実に積み重ねていくことが大事だと思っています。 

 二つ目は、発信力の強化が重要だということです。私は連合会長として、連合

の掲げる政策、その実現に向けた取り組みの一つひとつに自信と確信を持ってい

ます。その内容に期待感や必要性を感じている一方で、連合の名前すら知らない、

何をやっているのかわからない、興味がない、といった意見も多くを占めていま

す。せっかくいいことをやっていても、それを知ってもらわなければ意味をなし

ません。あらゆるチャネルを通じて、発信力の強化に努めていきたいと思ってい

ます。 

 

いくつか課題を申し上げましたが、我々が求める政策の実現と政治勢力の実現、

職場における健全な労使関係の構築、そのいずれにおいても、その源は組織の拡

大・強化です。連合は、1000 万連合の実現に向けて、構成組織・地方連合会・連

合本部が三位一体で組織拡大に向けた取り組みを展開し、確実にその成果が出始

めています。 

退職者連合の皆さんも、「退職者連合３００万会員」に向けて、組織拡大アクシ

ョンプランのもとで、取り組みを進めておられると思います。連合構成組織、地

方連合会との連携によって、現役・退職者の取り組みの相乗効果を発揮していき

たいと思います。 

 

連合と退職者連合、それぞれの立場はありますが、引き続き、皆さんとの意思

疎通を密にして、現退一致の運動を追求して参りたいと思います。そのことを申

し上げると共に、ご参集の皆さんの益々のご活躍を祈念し、連合を代表してのご



挨拶といたします。 

ともにがんばりましょう。ありがとうございました。    

    以上 


